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研究成果の概要（和文）：日本で確立された酸素同位体比年輪年代法は、従来法では困難であった樹種を超えた
年代決定を可能にした。研究代表者は東北日本でその基盤整備を進め、5世紀-16世紀にわたる酸素同位体比標準
年輪曲線を構築した。本研究ではこれを過去3400年間に拡張することを目指した。
研究代表者は、青森ヒバの現生木と遺跡出土木材から16世紀-現代までの酸素同位体比データを獲得した。ま
た、新潟県および宮城県の遺跡出土木材から紀元前5世紀-5世紀にわたるデータが得られ、鳥海山スギ埋没林か
ら構築されていた紀元前15世紀-紀元前5世紀の標準年輪曲線と連結し、過去3400年間連続する標準年輪曲線ネッ
トワークが構築できた。

研究成果の概要（英文）：The oxygen isotopic dendrochronology established in Japan has made it 
possible to determine the age of tree-rings across tree species, which has been difficult using 
conventional methods. The author has developed the foundation of the method in Tohoku Japan, and has
 constructed an oxygen isotopic tree-ring chronology from the 5th to the 16th century. The present 
study aims to extend this to the past 3400 years.
The author obtained oxygen isotope ratio data of Aomori cypress from the 16th century to the present
 from living trees and archeological woods. In addition, data from the 5th century BC to the 5th 
century AD were obtained from archeological woods in Niigata and Miyagi prefectures, which were 
connected with the oxygen isotopic tree-ring chronology of the 15th century BC to the 5th century BC
 constructed from the buried forest of Mt.Chokai.These studies have achieved the construction of the
 oxygen isotopic tree-ring chronologies network that is continuous for the past 3400 years.

研究分野：文化財科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果によって、東北日本の過去3400年間の木材の年代を誤差なく求めることが可能になった。構築され
た標準年輪曲線ネットワークは気候復元や産地推定にも応用できる。東北日本は歴史時代において中央政権と距
離があったことから、文書記録の乏しい地域である。したがって、東北日本の歴史はモノ資料の情報に重点をお
いて構築しなければならない。正確な歴史を構築する上で、高精度な年代情報、背景にあった気候変動、木材の
動きからみえる流通構造などは、非常に有用な情報となる。本研究の成果は、東北日本の歴史構築の新たな基盤
として、大きな意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本は樹木の多様性が高く、幅広い時代にわたって森林資源の消費が続いた地域である

(Totman 1989; 徳川林政史研究所 2012; 田中 2014 など)。木材需要も地域・時代によって変
化・変遷したため、遺跡から出土する木質遺物は多種にわたる(山田 1991, 1993など)。年輪幅
の年輪年代法は主にヒノキ、スギ、コウヤマキ、ヒバの木質遺物の年代測定に数多くの成果を上
げてきた(奈良国立文化財研究所 1990；Mitsutani 2000；奈良文化財研究所埋蔵文化財センタ
ー 2004 など)。しかし、同手法は基本的に同一樹種の年代測定しかできないため、日本のよう
な様々な樹種利用の歴史的背景をもつ地域では、「樹種の壁」に起因する応用範囲の狭さが課題
となっていた。 
名古屋大学の中塚武教授らは、日本のさまざまな地域・樹種の現生木の年輪酸素同位体比を
測定し、そのデータを気象観測データと相関分析して、日本産樹木の年輪酸素同位体比が「降水
量（相対湿度）」に規定されることを明らかにした(中塚 2007など)。中塚らは、これを年輪年代
法に応用することで「樹種の壁」を突破できる新しい年代法「酸素同位体比年輪年代法」を確立
した(中塚ほか 2012，2014)。また、中塚ほか(2012)は、日本は概ね 4つの降水量地域に区分さ
れることを示した。本研究の対象地域「東北日本」は、夏季の降水量の規定要素に、オホーツク
海高気圧から吹き寄せる湿潤冷涼な北東風「ヤマセ」があり、降水量の地域性が特に強い地域と
みなされている。したがって、東北日本の酸素同位体比年輪年代測定には、東北日本産樹木のデ
ータから作成した酸素同位体比標準年輪曲線が不可欠であった。 
 
２．研究の目的 
上記の背景を踏まえ、研究代表者は、中塚
教授、福島大学木村教授、東北大学大山博士
らの協力を得て、東北日本の年代既知の木質
遺物・自然埋没木を対象とした酸素同位体比
データの獲得と標準年輪曲線の構築に取り
組んだ。その結果、西暦 417年-1595年にわ
たる標準年輪曲線の構築に成功した（図 1：
箱崎ほか 2014，2016）。また、木村・中塚ら
は鳥海山のスギ埋没木から紀元前1411年-前
466年にわたる標準年輪曲線を構築した（図
1：木村ほか 2012）。本研究の目的は、この
2つの標準年輪曲線の間にある空白区間 880
年分のデータおよび現在から 420 年前まで
のデータの獲得である。 

 
 
３．研究の方法 
東北日本版酸素同位体比標準年輪曲線(紀元前 1411 年-前 466 年、西暦 417 年-1595 年)を、現
在から 3400 年間連続する標準年輪曲線にするために、以下の課題に取り組んだ。 
（1）現在から過去 420 年分の酸素同位体比データ獲得 
東北日本の現生木および近世の遺跡出土木材の酸素同位体比分析。 
（2）紀元前後の 880 年分の酸素同位体比データ獲得 
東北日本の遺跡出土木材と自然埋没木の酸素同位体比分析。一部の時代の資料は十分でない
ため、調査により追加資料を獲得。さらに、福島大学木村教授と新規データを共有。 
上記に加えて、東北日本版標準年輪曲線の有用性を広く学術界、一般社会に発信するため、年
代未決定の遺跡出土木材や自然埋没木の年代決定事例を増やす、国内外の学会・研究会等で成果
を発信する、研究代表者が所属する国立歴史民俗博物館の展示に反映する等に取り組んだ。 
 
４．研究成果 
高樹齢の青森ヒバ(ヒノキアスナロ)現生木の酸素同位体比分析により、過去 300 年のデータを
獲得した。また、東京都愛宕下遺跡出土材の分析を進め、15-17 世紀の酸素同位体比データを得
た(箱崎ほか 2019)。データを追加することで高精度気候復元にも活用できる質の高い標準年輪
曲線が構築できた。 
宮城県仙台市中在家南遺跡出土材の分析を進めた結果、これまで東北地方太平洋側では空白で
あった紀元前 1-紀元 2 世紀のデータが得られた。これに加えて、福島大学木村勝彦教授とのデ
ータ共有により佐渡島各地の遺跡出土材データが得られ、東北日本の過去 3400 年間におけるデ
ータ空白を埋めることができた。 
構築した標準年輪曲線によって、宮城県多賀城跡、青森県高屋敷館遺跡の重要な木材資料に年
代を与えることができた（斎藤ほか 2018、箱崎ほか 2019）。また、中国／北朝鮮の国境に位置



する白頭山の噴火年代の検証に応用することもできた(Hakozaki et al. 2016)。 
そのほかの応用研究として、本研究で年代確定した青森ヒバ試料を用いた 1年輪単位の炭素 14
分析を実施した。その結果、西暦 774-775 年と西暦 993-994 年の炭素 14 濃度急増イベントを再
現できた(Hakozaki et al. 2020)。また、太陽活動極小期のひとつ「シュペーラー極小期」の炭
素 14 濃度変動を復元することもできた(Moriya et al. 2019)。 
国立歴史民俗博物館の事業と共同で、モバイル型展示ユニット「日本で生まれた新しい年代測
定法『酸素同位体比年輪年代法』」を製作し、以上の成果を広く外部に発信する媒体を得た。 
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